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検討

　　慢性血液透析における骨異栄養症の臨床的

　その：：全身骨シンチグラフィー
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　慢性透析患者の腎性．骨症に対する全身骨シンチグラ

フイー（以ド骨シンチ）所見k・よぴその診断的意義に

ついて検討した結果を報告する，、

　1対象・方法｜

　検索対象は、前演題“慢性血液透析における骨異栄

養症の臨床的検討。その一；C、調節ホ八モン”で報

告された15例で、臨床検査結果から：次性副甲状腺機

能元進症を認めており、ビタミン1）剤の投与を受けて

いない症例であるf，方法は、Tc　99　m　MI）Pの5

～10mC，静注、3時間後に東芝製全身カメラを用い

て、前後面の全身像を撮像し、異常の認められる部位

は1：1のSpot撮影を行ない、レ線像と対比した、，

　‘結果

　骨シンチでは、15例全例に異状所見を認め、レ線像

では、6例（40％）に異常を認めたにすぎなかった，、

外国文献成績と比較すると、ほX“同じ成績で、シンチ

では、90％以Eの有所見率を示し、レ線像では、40％

以ドである，このことから、レ線像よりも骨シンチの

方が骨異常の検出率が高いと言い得る、、

　透析期間との関係をみると、レ線像では長期例にの

み異常を認めたc　’方、骨シンチでは透析期間との間

に相関はみられなかったが、短期例にもかなりの異常

を認め、骨変化の早期発見に役立つように思われた，，

　骨シンチでどのような部位に異常所見を認めたかを

検討すると、ほとんど全身にわたってみられたが、肩
・ 股・膝・足関節・胸骨・肋骨および骨盤に多くみら

れた，

　1結語
D全身骨シンチグラフィーでは、全例に異常所見が

　認められたが、レ線学的検査では、長期透析例にの

　み異常を認めた。

2）シンチグラム上、骨異常の認められた部位は、大

　関節周辺、胸骨、肋骨お・よぴ骨盤であった。

3）骨シンチは、腎性骨症の補助的診断法として有用

　である、，

4）腎性骨症の治療効果判定にも役tr．つと考え、目ド

　活性ビタミンDの治療症例について検討中である。
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　各種骨疾患の診断に骨シンチは欠くことのできない

検査となっている。骨シンチ用放射性医薬品として、
99m Tc一リン酸化合物が広く用いられ、これは骨以

外に心筋梗塞、脳梗塞、大動脈瘤、左心室瘤、結腸癌

肝転移病巣などへの集積についても注目されている。

　われわれは、99M（D　C一リン酸化合物の病巣への集積

とは別に、静注時の技術的な問題から肝の描出がみら

れた3例を経験したので報告する。99物c－EHDPの

同じsットを用いて1日に4例の骨シンチを施行した

とき、そのうち1例に肝全体の著明な描出がみられた

ことがあった。当日の他の3例には肝への集積をみと

めなかったことからその原因を検討した。この患者は

血管が細く、静注に手間どり何回か失敗して約30分

後に注入した時には、注射筒内の注射液にかなりの血

液が混和した状態であったことがわかった。その後も

静注の困難であった2症例（1例はTe－EHDP，1例は

Tc－Pyp）において肝の描出がみられた。そのうち

Tc－1ヨイPPによる例については経過観察のため約1ケ

月後に骨シンチを施行したが、その時には静注がスム

ー ズに行なわれ肝の描出はみられなかった。

　骨シンチに用いられている量の99mTc一リン酸化合

物の溶液に血液がやや長時間混和していることが、Tc

含有のコロイドを作り肝描出を来たすとの推測の下に

いくつかの実験を行った。99％c－EHDP　O4〆

（lmCi）t〈家兎の血液O．2・nttを混じ約20分後に耳静脈

より注入し、シンチカメラで撮像、その後屠殺し各臓

器の分布をみた。シンチグラム上、血液吸引なしに注

射した対照家兎では肝の描出はみられないが、血液を

混じよく振盤後注射した家兎にはすべて明らかな肝描

出がみられた。各臓器分布については肝、脾、骨髄で

の分布が対照家兎のそれらに比し数倍の高い値であっ

た。肺その他の臓器については差はみられなかった。

99可c－Pypについても同様の実験を試みた。99可c

－ Pypは血液の吸引なしに注射されても網内系に集積

を示すことがあるが、注射器内で血液を混じ振徽後に

静注した群では、対照群に比し明らかに肝描出が強く

みられ、各臓器分布についても網内系への強い集積が

みとめられた。
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